
２
０
２
５
年
度
が
始

ま
っ
た
。
愛
知
県
は

昨
年
よ
り

77
人
多

く
、名
古
屋
市
は
ア
ジ
ア
・
ア

ジ
ア
パ
ラ
競
技
大
会
の
対
応

の
た
め
過
去
10
年
で
最
多
の

人
数
を
採
用
。
民
間
大
手
で

の
採
用
も
多
く
、
賃
金
引
き

上
げ
を
背
景
に
人
材
確
保
が

す
す
む
▼
一
方
、
中
小
企
業

は
大
幅
賃
上
げ
に
よ
る
人
集

め
は
出
来
ず
、
物
価
高
を
価

格
に
反
映
で
き
な
い
要
因
も

あ
る
。
医
療
・
介
護
・
障
害
福

祉
サ
ー
ビ
ス
等
で
も
公
定
価

格
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
、
物

価
高
を
価
格
転
嫁
で
き
な
い

仕
組
み
が
あ
る
。
25
春
闘
で

は
賃
上
げ
要
求
に
ゼ
ロ
回
答

の
医
療
機
関
も
あ
る
▼
賃
上

げ
の
流
れ
を
継
続
さ
せ
、
国

は
中
小
企
業
へ
の
物
価
高
へ

の
支
援
、
賃
上
げ
へ
の
助
成

や
社
会
保
険
料
の
軽
減
を
す

べ
き
だ
。
医
療
機
関
、
介
護

施
設
及
び
障
害
者
福
祉
施
設

等
へ
も
物
価
高
支
援
や
報
酬

改
定
の
仕
組
み
の
見
直
し
が

必
要
で
あ
る
▼
厚
生
労
働
省

イ
ク
メ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

意
識
調
査
で
、
就
活
で
「
企

業
の
育
休
取
得
情
報
を
重
視

す
る
」
割
合
は
69
・
７
％
、

男
性
に
限
っ
て
も
63
・
３
％

に
。
男
性
で
も
育
休
が
と
れ

る
会
社
は
働
き
や
す
い
環
境

と
類
推
さ
れ
る
。
労
働
組
合

の
要
求
と
運
動
で
賃
上
げ
を

は
じ
め
休
暇
制
度
の
拡
充
を

実
現
さ
せ
て
き
た
。
安
心
し

て
働
き
続
け
ら
れ
る
職
場
を

め
ざ
す
労
働
組
合
の
仲
間
を

増
や
す
春
に
し
よ
う
。（
Ｈ
）

組合名 金額 組合名 金額

【ＪＭＩＴＵ】 【建交労】

川本製作所 10,370(ベア2,000) 大宝運輸 5,000

文化シヤッター 10,576 (ベア2,000) 柘運送 6,220

ＢＸ紅雲 6,000 三栄運輸 2,100

東海キャスター 8,000 大成運送 5,000

バルダン 20,580(ベア8,000) 知多重機 3,000

【全国一般】         名新陸運 4,000

ナトコ 13,340(ベア3,000) サンワ 1,000

東信化成 定昇のみ 1,000 丸一運輸 1,500

【郵政ユニオン】
日本郵政グループ

地域基幹職平均（ベア＋定昇）
14,100(若年層に厚く配分）

中部タイムス 3,000

近物レックス 10,209

【生協労連】
コープあいち

正規・ベア＋定昇平均 9,600
介護職・手当＋定昇平均 8,000

カンダ CORPR 7,897

東海 CS 7,700

非正規・時給ベア10 円
JR 東海

18,900
(ベア等14,100)【医労連】

南医療生協 手当 3,000 JR 貨物 6,253

北医療生協 非常勤一部職種ベア時給50円【西三河労連】　

みなと医療生協 ベア＋定昇平均／医療 9,099
介護 7,599

中京非正規ユニオン
(岩崎学園） ベア時給 150 円

刈谷豊田総合
病院労組 8,200 中京非正規ユニオン

(精華学園高校） ベア時給 300 円

◆ 2025 春闘　おもな回答・妥結状況◆ 妥結・終結

　

愛
労
連
の
加
盟
組
合
は
、

要
求
実
現
に
む
け
て
ス
ト
ラ

イ
キ
を
は
じ
め
粘
り
強
く
た

た
か
い
を
続
け
て
い
ま
す
。

25
春
闘
で
は
、
こ
れ
ま
で
に

12
組
合
の
べ
３
８
０
人
が
ス

ト
ラ
イ
キ
に
突
入
し
ま
し

た
。
各
地
の
ス
ト
ラ
イ
キ
に

は
愛
労
連
加
盟
の
組
織
か
ら

多
く
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
支
援

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

２
０
２
５
国
民
春
闘
は
後
半
戦
に
入
り
ま
し
た
が
、
回
答
は
３
月
31
日
現
在
、
全
国
単
純

平
均
で
８
３
３
７
円
、
３
・
10
％
と
昨
年
並
み
の
水
準
と
な
っ
て
お
り
十
分
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
と
く
に
産
業
別
で
は
、医
療
が
き
わ
め
て
低
く
抑
え
ら
れ
て
お
り
、医
労
連
は
４
月
９
日

の
第
２
次
全
国
統
一
行
動
で
、
物
価
高
な
の
に
賃
下
げ
ま
で
さ
れ
る
実
態
を
告
発
す
る
記
者

会
見
を
お
こ
な
い
、
賃
上
げ
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
粘
り
強
い
交
渉
や
ス
ト
ラ
イ
キ
、「
４
・

９
賃
金
上
げ
ろ
！
最
賃
ビ
ッ
ク
ア
ク
シ
ョ
ン
デ
ー
」
な
ど
、
た
た
か
い
ぬ
い
て
上
積
み
を
め

ざ
し
ま
す
。

Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
通
信
産
業
本
部

南
医
療
生
協
労
組

全
医
労
名
古
屋
医
療
セ
ン
タ
ー

郵
政
ユ
ニ
オ
ン

国
共
病
組
名
城
病
院

抗議のスト抗議のスト
続々決行続々決行

　

６
年
ぶ
り
ス
ト
ラ
イ
キ　

　
　

注
目
集
め
る

医
労
連
で
は
こ
れ
ま
で
に
10

職
場
75
人
が
ス
ト
ラ
イ
キ
に

突
入
し
、
の
べ
１
７
２
人
の

支
援
者
が
集
ま
り
ま
し
た
。

第96 回愛知県中央メーデー
■日時　５月１日(木)　９：３０開会

　　　　　　　　　　　　（９：００オープニング）

　　　　　　 集会終了後、デモ行進

■開場　名古屋市中区・白川公園

（名古屋市営地下鉄「伏見駅」５番出口から徒歩３分）

※地域メーデーの開催状況は４面を参照

４月７日現在

3/13

3/133/13

3/133/13

3/13 3/11

3/303/18

ス
ト
ラ
イ
キ
背
景
に

交
渉
で
上
積
み
め
ざ
す

賃
上
げ
あ
き
ら
め
な
い

　

ケ
ア
ワ
ー
カ
ー
の　

　

低
賃
金
が
課
題

　

み
な
と
医
療
生
協
の
夏
期

一
時
金
カ
ッ
ト
回
答
な
ど
、

医
療
関
係
が
苦
戦
し
て
お
り

　

検
数
労
連
や
全
港
湾
が
加

盟
す
る
全
国
港
湾
は
、
10
％

賃
上
げ
を
求
め
て
３
月
30
日

に
24
時
間
ス
ト
ラ
イ
キ
を
実

施
し
ま
し
た
。
６
年
ぶ
り
の

ス
ト
ラ
イ
キ
で
日
本
中
の
港

で
荷
役
を
止
め
ま
し
た
。
４

月
13
日
に
は
第
２
波
の
24
時

間
ス
ト
ラ
イ
キ
を
配
置
し
て

い
ま
す
。　

みなと医療生協労組、７人がストライキを実施。一時金カットなど人手不足加速の懸念があり、

地域医療を守るために港地区労などから 16 人がアピールをおこなう

国
共
病
組
東
海
病
院

全
医
労
豊
橋
医
療
セ
ン
タ
ー

回
転
寿
司
ユ
ニ
オ
ン

中
京
非
正
規
ユ
ニ
オ
ン

２０２５
国民春闘

（1） 愛　労　連 No.382 2025年4月10日発行2025 年 5 月号
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４
月
13
日
か
ら
大
阪
・
夢

洲
（
ゆ
め
し
ま
）
で
開
会
予

定
の
大
阪
・
関
西
万
博
の
テ

ス
ト
ラ
ン
が
４
日
か
ら
行
わ

れ
、
会
場
内
で
着
火
す
れ
ば

爆
発
の
危
険
が
あ
る
濃
度
の

メ
タ
ン
ガ
ス
が
検
知
さ
れ
、

一
時
規
制
線
が
張
ら
れ
る
事

態
と
な
り
ま
し
た
。
昨
年
メ

タ
ン
ガ
ス
が
原
因

の
爆
発
事
故
が
発

生
し
た
同
じ
区
域

で
、
36
億
円
を
か

け
必
要
な
対
策
が

と
ら
れ
た
は
ず
で

し
た
。

　

多
額
な
建
設
費
は
当
初
予

算
か
ら
２
倍
に
膨
れ
上
が
り

約
２
３
５
０
億
円
。
万
博
を

利
用
し
て
各
地
で
大
型
開
発

を
推
進
す
る
、「
万
博
に
関

連
す
る
イ
ン
フ
ラ
整
備
計

画
」
の
総
事
業
費
は
約
９
・

７
兆
円
に
上
り
ま
す
。
し
か

し
、
来
場
の
意
向
を
示
し
た

人
は
、
大
阪
府
・
市
の
ア
ン

ケ
ー
ト
で
も
35
％
し
か
な
く

チ
ケ
ッ
ト
の
販
売
も
振
る
い

ま
せ
ん
。
昭
和
の
東
京
五
輪

や
大
阪
万
博
は
、
日
本
の
高

度
経
済
成
長
を
象
徴
す
る
も

の
と
し
て
意
義
が
あ
り
ま
し

た
。
物
価
高
騰
や
深
刻
な
働

き
手
不
足
、
経
済
が
停
滞
す

る
も
と
で
、
大
規
模
イ
ベ
ン

ト
に
莫
大
な
費
用
を
投
下
す

る
や
り
方
で
は
、
こ
の
難
局

を
乗
り
切
る
力
に
は
な
り
ま

せ
ん
し
、
万
博
の
成
功
も
あ

り
ま
せ
ん
。

　

今
春
闘
で
医
療
や
介
護
分

野
の
回
答
は
深
刻
で
、
ベ
ア

ゼ
ロ
や
一
時
金
削
減
が
相
次

い
で
い
ま
す
。
２
月
の
実
質

賃
金
は
マ
イ
ナ
ス
１
・
２
％

で
２
ヵ
月
連
続
の
マ
イ
ナ

ス
。
物
価
高
に
賃
上
げ
が
追

い
つ
か
ず
、
相
対
的
貧
困
率

は
子
ど
も
９
人
に
１
人
、
ひ

と
り
親
世
帯
で
は
半
数
以
上

が
貧
困
に
陥
っ
て
い
ま
す
。

　

大
坂
万
博
の
テ
ー
マ
は

「
い
の
ち
輝
く
未
来
社
会
の

デ
ザ
イ
ン
」、
め
ざ
す
の
は

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
へ
の
貢
献
で

す
。
そ
の
目
標
１
は
「
あ
ら

ゆ
る
形
態
の
貧
困
に
終
止
符

を
打
つ
」
こ
と
で
あ
り
、
お

金
の
心
配
な
く
食
事
が
で
き

る
こ
と
、
す
べ
て
の
人
の
健

康
を
確
保
し
、
福
祉
を
推
進

す
る
こ
と
こ
そ
必
要
で
す
。

い
の
ち
輝
く
未
来
の
社
会
は

万
博
で
は
な
く
福
祉
の
推
進
を

　

東
海
圏
大
学
非
常
勤
講
師

組
合
は
、
愛
知
淑
徳
大
学
を

相
手
に
、
愛
知
県
労
働
委
員

会
で
不
当
労
働
行
為
救
済
申

立
を
し
て
い
ま
す
。

　

同
大
学
で
無
期
労
働
契
約

に
転
換
し
た
Ｍ
さ
ん
は
、
２

０
２
１
年
、
そ
れ
ま
で
何
年

も
担
当
し
て
き
た
「
歴
史
学

（
世
界
史
）」
の
授
業
担
当
を

外
さ
れ
ま
し
た
。「
常
勤
教
員

が
担
当
す
る
」
か
ら
と
い
う

も
の
。
そ
の
か
わ
り
に
、
Ｍ

さ
ん
に
対
し
て
労
働
契
約
の

合
意
解
約
お
よ
び
解
決
金
で

納
得
す
る
よ
う
に
求
め
て
き

た
の
で
す
。
Ｍ
さ
ん
の
よ
う

に
１
コ
マ
し
か
担
当
し
て
い

な
か
っ
た
非
常
勤
講
師
の
場

合
は
、
た
だ
ち
に
ク
ビ
切
り

を
意
味
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
８
回
に
わ
た
る

団
体
交
渉
を
重
ね
て
き
ま
し

た
。し
か
し
使
用
者
側
は「
総

合
的
に
判
断
し
た
」
以
上
の

説
明
を
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
こ
で
組
合
側
は
、
Ｍ
さ
ん

の
担
当
を
奪
う
に
あ
た
っ
て

の
会
議
録
の
提
供
を
求
め
ま

し
た
。
と
こ
ろ
が
や
っ
と
出

さ
れ
た
文
書
を
見
る
と
、
驚

く
こ
と
に
会
議
体
の
名
称
が

「
●
」
や
「
■
」
と
隠
匿
さ

れ
て
い
た
の
で
す
。
団
体
交

渉
で
追
及
す
る
と
、
使
用
者

側
弁
護
士
は
。「
会
議
名
を

（
改
ざ
ん
で
な
く
）
変
換
し

た
」と
回
答
。
こ
の
事
案
は
、

団
体
交
渉
の
実
体
的
な
内
容

に
入
る
前
に
、
使
用
者
側
が

ク
ビ
切
り
の
理
由
の
説
明
を

一
切
拒
否
す
る
こ
と
を
通
じ

て
、
団
体
交
渉
を
意
図
的
に

膠
着
さ
せ
た
も
の
で
す
。
そ

し
て
紛
争
当
事
者
の
あ
き
ら

め
を
誘
う
こ
と
に
よ
っ
て
、

形
式
上
労
使
紛
争
を
消
滅
さ

せ
よ
う
と
し
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
不
誠
実
交
渉

に
対
し
、
東
海
圏
大
学
非
常

勤
講
師
組
合
は
、
愛
知
県
労

働
委
員
会
で
、
団
体
交
渉
を

実
の
あ
る
も
の
と
す
る
た
め

に
、
使
用
者
側
に
対
し
て
文

書
の
提
供
を
求
め
て
い
ま

す
。
ご
支
援
を
訴
え
ま
す
。

大学前での宣伝行動

 たたかう仲間たち　No.175

愛知淑徳大学　不当労働行為

仕事を奪った理由は
「総合的に判断」だけ

　　　　　東海圏非常勤講師組合　書記長　前田定孝

5 月６日（火休）10:00 内海海岸　

地引き網体験＆海鮮ＢＢＱ

愛労連青年協

仲間がたくさん増えています仲間がたくさん増えています
組合の良さ伝え新人続々加入

　

新
年
度
に
入
り
、
職
場
に
多
く
の
新
人
が
入
っ
て
き
ま
し

た
。
愛
労
連
加
盟
組
合
で
は
、
新
人
を
迎
え
入
れ
よ
う
と
工

夫
を
凝
ら
し
た
組
合
説
明
会
な
ど
を
開
催
、
４
月
９
日
現
在

２
４
６
３
人
が
加
入
し
て
い
ま
す
。

　

３
月
７
日
、
自
治
労
連
の

西
尾
市
職
は
新
規
採
用
予
定

者
へ
の
組
合
説
明
会
を
開
催

し
、
多
く
の
若
手
先
輩
組
合

員
が
駆
け
つ
け
ド
ー
ナ
ツ
と

と
も
に
明
る
い
雰
囲
気
で
加

入
の
呼
び
か
け
。
自
分
の
同

期
も
み
ん
な
入
っ
て
い
る
、

み
ん
な
で
加
入
す
る
こ
と
で

働
き
や
す
い
職
場
に
で
き

る
、
４
月
１
日
か
ら
一
緒
に

働
け
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し

て
い
る
、
な
ど
と
訴
え
56
人

全
員
が
加
入
し
ま
し
た
。

　

４
月
２
日
、
医
労
連
の
南

医
療
生
協
労
組
は
新
人
オ
リ

エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
中
の
昼
休

　

多
く
の
先
輩
で

　
　

歓
迎
し
全
員
加
入

　

「
裾
上
げ
会
」
か
ら

　

安
心
感
で
加
入
へ

入
し
ま
し
た
。

　

３
月
14
日
、
豊
橋
市
職
労

で
は
、
会
計
年
度
任
用
職
員

向
け
の
説
明
会
で
、
先
輩
会

計
年
度
任
用
職
員
が
、
勝
ち

と
っ
て
き
た
休
暇
制
度
や
試

験
制
度
の
改
善
な
ど
実
績
を

紹
介
。
手
書
き
メ
ッ
セ
ー
ジ

付
き
の
お
菓
子
も
用
意
し
、

事
前
に
よ
く
出
る
質
問
の
答

え
方
な
ど
丁
寧
に
準
備
し
て

挑
み
、
参
加
者
17
人
中
15
人

が
加
入
し
ま
し
た
。

福保労ベル分会は少林寺拳法の
サークル活動も楽しんでいます

豊
橋
市
職
労
組
合
説
明
会
で

配
ら
れ
た
手
書
き
激
励
メ
ッ

セ
ー
ジ
入
り
キ
ャ
ン
デ
ィ

ら
た
に
２
名
が
加
入
し
ま
し

た
。
ベ
ル
分
会
で
は
、
少
林

寺
拳
法
の
サ
ー
ク
ル
が
あ

り
、
活
動
後
に
懇
親
会
を
開

催
し
、
組
合
未
加
入
者
を
交

え
交
流
を
し
ま
し
た
。
福
保

労
に
加
入
す
る
と
福
祉
の
こ

と
を
語
り
あ
う
仲
間
が
職
場

以
外
で
も
で
き
る
、
な
ど
と

伝
え
加
入
に
つ
な
が
り
ま
し

た
。

み
に
組
合
説
明
会
を
開
催
。

若
手
組
合
員
や
役
員
８
人
が

参
加
し
、
労
働
組
合
が
新
人

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
存
在
で
あ

る
こ
と
や
、
交
渉
で
賃
金
や

労
働
条
件
を
改
善
し
て
い
る

こ
と
な
ど
を
伝
え
、
昨
年
の

13
人
を
大
き
く
上
回
る
24
人

が
加
入
し
ま
し
た
。
説
明
会

前
日
に
制
服
の
裾
上
げ
会
を

開
催
し
、
組
合
へ
の
安
心
感

に
つ
な
げ
ま
し
た
。

　

４
月
２
日
、
名
南
会
労
組

の
組
合
説
明
会
に
は
若
手
役

員
中
心
に
８
人
が
参
加
し
ま

し
た
。
１
人
で
悩
ま
ず
な
ん

で
も
相
談
で
き
る
、
仕
事
を

休
ん
だ
時
に
も
共
済
の
休
業

給
付
が
あ
っ
て
安
心
、
な
ど

頼
れ
る
組
合
の
姿
を
紹
介
し

15
年
連
続
１
０
０
％
加
入
で

す
。

　

全
医
労
名
古
屋
で
は
、
ス

ト
ラ
イ
キ
に
立
ち
上
が
る
姿

に
励
ま
さ
れ
た
と
２
人
が
加

自
分
の
こ
と
ば
で

 

組
合
の
良
さ
ア
ピ
ー
ル

㊤西尾市職員組合説明会で採用予定者に説明をす
る若手組合員、㊦昨年を大幅に上回る加入で喜ぶ
南医療生協労組

　

コ
ー
プ
あ
い
ち
労
組

　

気
軽
に
相
談
で
き
る
と

　

伝
え
１
０
０
％
加
入
へ

新歓☆地引き網ツアー

参加費 3,000 円（新人 1,000 円）
　　　　　　申し込みはこちら→

　

福
保
労
の
福
祉
職
場
の
仲

間
で
つ
く
る
ベ
ル
分
会
で
あ

【
福
保
労
】
懇
親
会
で
の
対
話
で

非
組
合
員
２
名
が
加
入
へ

　

生
協
労
連
コ
ー
プ
あ
い
ち

労
組
は
、
医
労
連
の
と
り
く

み
を
学
習
し
、
準
備
を
し
て

説
明
会
を
開
催
。
加
入
用
紙

を
色
付
き
に
し
て
わ
か
り
や

す
く
、
相
談
連
絡
先
を
口
頭

で
伝
え
気
軽
に
相
談
で
き
る

こ
と
な
ど
を
紹
介
し
、
14
人

全
員
の
１
０
０
％
加
入
に
つ

な
げ
ま
し
た
。
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愛知の
　 味覚
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熱田の「きよめ餅」
　

名
古
屋
市
熱
田
神
宮
の

名
物
と
し
て
知
ら
れ
る
和

菓
子
と
い
え
ば
「
き
よ
め

餅
」
で
す
。

　

柔
ら
か
い
羽
二
重
餅

で
、
上
品
な
甘
さ
の
こ
し

あ
ん
を
包
ん
だ
餅
菓
子
。

餅
の
表
面
に
押
さ
れ
た

「
き
よ
め
」の
焼
印
が
特
徴

的
で
す
。
熱
田
神
宮
周
辺

の
茶
屋
で
参
拝
客
に
親
し

ま
れ
て
き
た
歴
史
が
あ
り

ま
す
。
紹
介
者
は
神
の
存

在
を
信
じ
な
い
罰
当
た
り

で
す
が
、
た
ま
に
は
こ
う

し
た
和
菓
子
も
い
い
も
の

で
す
。
江
戸
時
代
中
期
頃

に
、
熱
田
神
宮
の
参
拝
客

が
立
ち
寄
る
「
き
よ
め
茶

屋
」
に
ち
な
ん
で
作
ら
れ

た
そ
う
で
す
。
熱
田
神
宮

近
く
の
お
店
で
買
う
こ
と

が
で
き
、
手
頃
な
お
土
産

に
な
り
ま
す
。

きよめ餅総本家
所在地：名古屋市熱田区神宮 3-7-21
名鉄神宮前駅 [ 西口 ] 徒歩 2 分
電　話：052-681-6161

3/8

3/15

3/31

4/1

金山駅前で３．８国際女性デー街宣。ミ
モザの花とともにチラシを配布。青年２
人が飛び入り参加し一緒にアピールした

生活保護シンポジウムが開催され、オン
ライン含め約８０人が参加。物価偽装が
わかりやすく寸劇で表現された

栄メルサ前の消費税ロングラン宣伝に昨
年を上回る３２人が参加、消費税引き下
げとインボイス制度廃止を訴えた

伏見駅周辺のフレッシャーズ宣伝に１６
人が参加。新入社員へ向け働くルールが
書かれた権利手帳を９００部配布

みんなのとりくみ
お寄せください

　単産・単組や地域でのとりくみを
写真と簡単な文章でお寄せくださ
い。しめきりは毎月４日までに愛労
連事務局必着。
　詳しくは…
　℡ 052-871-5433( 髙田 ) まで
　E-mail post@airoren.gr.jp

T
o
p
ic
s

T
o
p
ic
s

過
去
最
大
の
引
き
上
げ
に

　

知
事
の
要
請
あ
り

愛
知
か
ら
若
者
が
流
出
、
最
賃
大
幅
引
き
上
げ
へ
県
は
役
割
果
た
し
て

知
事
の
努
力
で
最
賃
上
げ
ら
れ
ま
す

愛知県知事へ要請後記者会見で記者の質問に答える
愛労連の西尾議長（左から４番目）(3/24)
※要請書は右のＱＲコードより

心
し
て
は
た
ら
き
暮
ら
せ
る

愛
知
に
す
る
た
め
県
知
事
が

最
低
賃
金
引
き
上
げ
に
積
極

的
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
を

求
め
る
要
請
」
を
提
出
し
、

県
の
担
当
者
と
懇
談
を
お
こ

な
い
ま
し
た
。

　

要
請
後
の
記
者
会
見
で

は
、
医
労
連
・
建
交
労
・
自
治

労
連
が
低
賃
金
や
労
働
者
の

困
窮
な
ど
の
実
態
を
話
し
、

最
賃
引
き
上
げ
の
必
要
性
を

訴
え
ま
し
た
。
元
愛
知
東
邦

大
学
経
営
学
部
教
授
の
浅
生

卯
一
さ
ん
は
、「
愛
知
県
最
低

生
計
費
試
算
調
査
結
果
」
を

説
明
。
愛
知
県
で
若
者
が
単

身
で
普
通
に
暮
ら
す
た
め
の

費
用
は
時
給
に
換
算
す
る
と

１
８
０
０
円
程
度
必
要
で
あ

る
と
報
告
し
ま
し
た
。

 

審
議
会
の
適
正
な

　
　

運
営
を
訴
え
る

と
し
て
「
給
与
が
高
く
雇
用

が
安
定
し
て
い
る
こ
と
」
を

「
重
視
す
る
」
「
や
や
重
視
す

る
」
が
８
割
近
く
と
な
っ
て

い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。　

　

愛
労
連
は
３
月
24
日
、
愛

知
県
知
事
へ
「
若
者
の
愛
知

県
か
ら
東
京
圏
へ
の
転
出
超

過
問
題
を
克
服
し
誰
も
が
安

最低賃金大幅引き上げへの働きかけ
を求め県知事に要請 (3/24)

　

愛
知
地
方
最
低
賃
金
審
議

会
の
任
期
は
２
年
で
す
が
、

毎
年
の
よ
う
に
任
期
途
中
で

労
働
者
代
表
委
員
が
辞
任
す

る
事
態
が
続
い
て
い
ま
す
。

今
年
は
改
選
の
年
で
愛
労
連

傘
下
の
単
産
か
ら
女
性
・
医

療
福
祉
・
非
正
規
を
重
視
し

た
５
名
を
推
薦
し
ま
し
た
。

　

愛
労
連
の
西
尾
美
沙
子
議

長
は
、愛
知
労
働
局
長
へ「
審

議
会
の
適
正
な
運
営
の
た
め

に
、女
性
を
増
や
し
、任
期
を

ま
っ
と
う
す
る
委
員
、
医
療

福
祉
分
野
の
代
表
す
る
労
働

者
委
員
、
労
働
問
題
に
精
通

し
専
門
家
と
し
て
の
見
識
を

持
つ
公
益
委
員
の
選
任
を
」

と
訴
え
ま
し
た
。

愛知県の東京圏に対する男女別・年齢階級別の人口移動の状況

審議会委員の公正な任命をと
愛知労働局長へ要請 (3/25)

最
賃
引
き
上
げ
を
知
事
が
け
ん
引

地
域
間
格
差
是
正
へ
積
極
的
施
策

　

愛
労
連
は
３
月
24
日
、
愛

知
県
知
事
へ
の
要
請
で
昨
年

５
月
に
お
こ
な
わ
れ
た
、
全

労
連
東
海
・
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク

と
福
井
県
産
業
労
働
部
労
働

政
策
課
と
の
懇
談
会
で
福
井

県
か
ら
説
明
さ
れ
た
最
低
賃

金
引
き
上
げ
の
と
り
く
み
を

紹
介
し
ま
し
た
。

　

福
井
県
は
、
平
成
30
年
度

か
ら
国
に
「
全
国
一
律
最
低

賃
金
の
実
現
」
「
国
の
中
小

企
業
支
援
策
の
拡
充
」
を
継

続
的
に
要
望
し
て
き
ま
し

た
。
現
在
の
最
低
賃
金
制
度

は
、
人
材
が
都
市
に
集
中
し

地
域
間
の
格
差
が
拡
大
す
る

要
因
の
一
つ
と
訴
え
て
い
ま

す
。
ま
た
地
元
経
済
界
に
も

継
続
的
な
賃
金
引
き
上
げ
を

要
請
。令
和
５
年
８
月
に
は
、

知
事
が
福
井
最
低
賃
金
審
議

会
会
長
や
福
井
県
労
働
局
長

に
、
中
央
の
目
安
を
上
回
る

積
極
的
な
引
き
上
げ
や
、
専

門
部
会
へ
地
域
間
格
差
を
加

え
て
総
合
的
に
勘
案
す
る
よ

う
に
要
望
し
ま
し
た
。
福
井

県
は
、
最
低
賃
金
の
引
き
上

げ
に
伴
っ
て
影
響
を
受
け
る

地
域
の
中
小
零
細
事
業
者
へ

の
支
援
強
化
な
ど
様
々
な
と

り
く
み
も
実
施
し
ま
し
た
。

県
や
福
井
最
低
賃
金
審
議
会

な
ど
の
努
力
に
よ
り
、
２
０

２
４
年
の
改
定
は
目
安
額
を

３
円
上
回
る
53
円
が
引
き
上

げ
ら
れ
、
石
川
県
に
追
い
つ

き
９
８
４
円
に
な
り
ま
し

た
。

　

徳
島
県
で
も
、
知
事
が
最

低
賃
金
の
大
幅
引
き
上
げ
を

求
め
て
徳
島
地
方
最
低
賃
金

審
議
会
で
意
見
陳
述
を
お
こ

な
い
ま
し
た
。
徳
島
県
の
最

低
賃
金
は
中
央
の
目
安
額
50

円
か
ら
34
円
上
回
る
過
去
最

大
の
84
円
の
引
き
上
げ
が
さ

れ
ま
し
た
（
愛
知
県
は
目
安

額
か
ら
は
０
円
）。岩
手
県
で

も
知
事
が
文
書
で
引
き
上
げ

を
要
請
す
る
な
ど
、
全
国
で

知
事
が
最
低
賃
金
の
引
き
上

げ
の
た
め
に
積
極
的
に
行
動

し
始
め
て
い
ま
す
。

福井県

・国の業務改善助成金に、国の支給額の１０％分を県費で独自上乗せ
・補助金交付の書類作成支援に県社労士会と連携し予算も倍増
・働きやすい職場づくりを推進する「社員ファースト」制度を展開
・発注者の立場で自社の取引方針を宣言する国のとりくみに、福井県　　
  独自に加点措置や申請の要件化を実施
・価格交渉、価格転嫁の課題に対して公認会計士など専門家を派遣
・生産性向上や業務効率化にとりくむ事業者を支援

賃上げに向けた福井県の独自支援

　

若
者
の
愛
知
県
か
ら
東
京

圏
へ
の
流
出
が
止
ま
り
ま
せ

ん
。
「
愛
知
県
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
２
０

２
３
―
２
０
２
７
」
に
よ
れ

ば
、
２
０
２
２
年
の
愛
知
県

か
ら
東
京
圏
へ
の
転
出
者
数

は
、
20
～
24
歳
が
最
も
多
く

な
っ
て
い
ま
す
（
左
図
グ
ラ

フ
参
照
）。そ
の
理
由
に
今
後

の
居
住
地
を
選
択
す
る
上
で

重
視
す
る
条
件（
複
数
回
答
）

知
事
の
最
賃
引
き
上
げ

働
き
か
け
を
要
請
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春
闘
ま
っ
た
だ
中
、「
先

日
、
初
め
て
春
闘
要
求
の
練

り
上
げ
を
組
合
で
し
ま
し

た
」
と
「
初
め
て
の
春
闘
」

を
話
す
富
岡
さ
ん
、
昨
年
労

働
組
合
に
加
入
し
ま
し
た
。

富
岡
さ
ん
は
み
よ
し
市
に
あ

る
塗
料
メ
ー
カ
ー「
ナ
ト
コ
」

に
勤
め
て
15
年
目
、
退
職
間

近
の
先
輩
か
ら
の
タ
イ
ム

リ
ー
な
声
か
け
で
、
初
め
て

の
労
働
組
合
加
入
で
す
。「
入

社
し
て
8
年
く
ら
い
は
、
仕

事
し
か
見
え
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
最
近
仕
事
も
余
裕
が

出
て
き
て
周
り
が
見
え
る
よ

う
に
な
り
、
労
働
組
合
の
活

動
も
注
目
し
て
い
ま
し
た
」

と
そ
の
経
緯
を
話
し
ま
す
。

　

「
入
社
し
て
し
ば
ら
く
は

残
業
で
日
付
を
ま
た
ぐ
こ
と

も
よ
く
あ
り
、
休
日
出
勤
も

多
く
、
ひ
ど
い
働
き
方
だ
っ

た
」と
昔
を
振
り
返
り
ま
す
。

そ
れ
が
結
婚
を
機
に
、「
Ｎ
Ｏ

残
業
」宣
言
を
し
て
、い
ま
で

は
ほ
と
ん
ど
定
時
上
が
り
で

家
族
と
の
時
間
を
大
切
に
し

て
い
ま
す
。
2
人
目
の
お
子

さ
ん
が
生
ま
れ
た
際
は
育
休

も
取
得
し
ま
し
た
。最
近
は
、

「
毎
週
休
日
は
ど
こ
に
出
か

け
よ
う
か
、
考
え
る
の
が
た

い
へ
ん
」
と
微
笑
ま
し
い
悩

み
も
。
自
分
の
時
間
も
し
っ

か
り
持
て
、
読
書
な
ど
も
で

き
充
実
し
た
毎
日
を
送
っ
て

い
ま
す
。「
で
も
、や
っ
ぱ
り

子
ど
も
と
遊
ん
で
い
る
と
き

が
一
番
楽
し
い
」
と
仕
事
以

外
の
時
間
の
大
切
さ
を
実
感

し
て
い
ま
す
。

　

労
働
組
合
に
入
っ
て
半
年

ほ
ど
で
す
が
、
初
め
て
の
経

験
が
多
く
「
ま
ず
は
労
働
組

合
の
こ
と
を
し
っ
か
り
知
っ

て
い
き
た
い
」
と
、
働
き
や

す
い
職
場
め
ざ
す
こ
れ
か
ら

の
奮
闘
に
期
待
で
す
。(

Ｋ)

NO.177 全国一般

富岡義典 さん
全国一般

（ナトコ労組）

初
め
て
の
春
闘
要
求
に
奮
闘

も
っ
と
知
っ
て
い
き
た
い

■あいち総がかり行動集会＋デモ
4 月 19 日（土）13:30
光の広場
■春の自治体キャラバン事前学習会
4 月 23 日（水）18:30
労働会館本館会議室
■愛知憲法会議市民のつどい
5 月 3 日（土）13:00
名古屋市公会堂
■青年協新歓☆地引き網ツアー
5 月 6 日（火休）10:00
内海海岸
■第 51 回東海自治体学校
5 月 18 日（日）10:00
名城大学ナゴヤドーム前キャンパス

クロスワードパズルクロスワードパズル
【解き方】イラストをヒント

に、二重枠の６文字をうま

く並べてできる言葉は？

【前号のクイズの答え】前号 381 号（4 月号）の

クロスワードパズルの答えは「ジンチョウゲ（沈

丁花」でした。正解者の中から抽選で下記の 10

名の方に図書カードをお送りします。

■ヨコのカギ

①　外国のお金

④　モンブランなど高峰が連な

　　る……山脈

⑦　米国ネバダ州の砂漠の中に

　　ある賭博・観光都市

⑨　元素記号は「Ｐ」

⑩　鉱泉や温泉のある保養施設

⑪　「ペテン師」とも言います

⑬　臭気の強い春の味覚、中華

　　料理のレバ……炒め

⑮　コサックの運命を描いた長

　　編小説「静かな……」

⑯　三原色の一つ。澄んだ靑緑

⑰　漢字では「茄子」

⑲　「アンパンマン」の作者

　道徳。倫理

　「ヤッホー」と叫べば

　　「ヤッホー」と返る　

①　

曇
り
…
…
。
…
…
窓

②　
「
ス
ペ
イ
ン
」
の
古
名

③　

…
…
に
耳
あ
り
。

④　

古
墳
時
代
と
奈
良
時
代
の
間
を

　
　

…
…
時
代
と
言
い
ま
す

⑤　

オ
ペ
ラ
の
主
役
女
性
歌
手

⑥　

損
が
多
い
さ
ま
。
…
…
尺
退

⑧　

勝
利
。
…
…
歌
を
揚
げ
る

⑭　

１
年
生
が
背
負
い
ま
す

⑯　
「
柳
葉
魚
」
の
読
み
方
は
？

⑱　

長
野
県
で
一
番
大
き
な
湖

⑳　

東
大
寺
が
あ
る
古
都

　

屋
根
を
ふ
く
の
に
使
う
草

　

み
ん
な
が
入
っ
た
後
に
入
る
風

　
　

呂
。
…
…
い
湯　

■
タ
テ
の
カ
ギ

◆
４
月
号
の
パ
ズ
ル
当
選
者

海
老
原
　
和
　 （
福
保
労
）

大
橋
　
一
輝
　  （
名
市
大
職
組
）

近
藤
　
道
子
　 （
コ
ー
プ
あ
い
ち
労
組
）

仁
藤
　
る
い
子 （
名
教
労
）  

初
田
　
直
人
　 （
名
水
労
）

原
田
　
寛
　
　 （
年
金
者
組
合
）

堀
場
　
き
ぬ
子（
医
労
連
）

水
野
　
恒
平
　 （
名
古
屋
市
職
労
）

山
田
　
貴
徳
　 （
国
交
労
組
）

山
田
　
芽
美
　 （
名
古
屋
市
職
労
）

�

（
敬
称
略
）

※ハガキに答え、住所、氏名、組合名と近況か紙面に対する

感想・意見などを記入の上、５月５日までに愛労連クイズ係

（〒 456-0006 名古屋市熱田区沢下町 9-7 労働会館東館 3F 愛

労連宛。メール・FAX 可）まで応募下さい。いただ

いた中から近況や感想・氏名・組合名を紙面で紹介

させていただきます。

こちらからメールが送れます。(post ＠ airoren.gr.jp) →

愛労連新聞最新号はこちらから→

発行日（毎月 10 日）に読めます。

(http://www.airoren.jp/category/news

メーデーってなぜ必要？
５月１日は世界中の労働者が声をあげて未来を変える日

愛知県内各地域メーデーも同時開催

その他メーデーの情報は

　　　　　　愛労連HP から→

（http://www.airoren.jp/2025/03/11919.html）

愛知県中央メーデー
デコレーションコンクール

　　★デコレーション部門

　　　最優秀賞 1点(賞金3万円 )

　　　優秀賞 2点(賞金1万円 )

　 ★仮装着ぐるみ部門

　　　最優秀賞 1点(賞金1万円 )

　　　優秀賞 2点(賞金5千円 )

　　★横断幕・プラカード部門	

　　　最優秀賞 1点(賞金5千円 )

　　　優秀賞 2点(賞金3千円 )

　　　※エントリーされた団体全てに

　　　参加賞 QUO カード 1000 円分進呈

　　　　　　　(初出品のものに限る )

要求を楽しく

アピール♪

5/1白川公園９：３０～

が
思
う
よ
う
に
出
来
な
い
中

小
企
業
の
公
正
取
引
の
保

障
、
公
定
価
格
の
引
き
上
げ

に
よ
る
ケ
ア
労
働
者
の
賃
上

げ
、
最
低
賃
金
の
大
幅
引
き

上
げ
に
よ
る
非
正
規
労
働
者

の
賃
上
げ
、
公
務
・
民
間
、

正
規
・
非
正
規
す
べ
て
の
労

働
者
の
大
幅
賃
上
げ
を
め
ざ

し
て
い
ま
す
。
生
活
が
い
っ

そ
う
苦
し
く
な
っ
て
い
る
今

だ
か
ら
こ
そ
、
メ
ー
デ
ー
で

仲
間
と
と
も
に
集
ま
り
声
を

上
げ
よ
う
と
呼
び
か
け
て
い

ま
す
。
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
コ

ン
ク
ー
ル
な
ど
、
要
求
を
形

に
し
て
ア
ピ
ー
ル
す
る
な
ど

誰
で
も
楽
し
く
参
加
で
き
る

企
画
も
あ
り
ま
す
。
毎
年
た

く
さ
ん
の
作
品
で
メ
ー
デ
ー

が
に
ぎ
や
か
に
彩
ら
れ
て
い

ま
す
。　

昨
年
受
賞
の

名
古
屋
市
職
労
衛
生
支
部

■第 96 回東三河地区メーデー	

　5月1日 10:00 ～ 豊橋市・松葉公園

■第 96 回安城西三河地区メーデー祭典

  5月1日 10:00 ～ 安城市アンフォーレねがいごと広場

■ 2025 尾張東地域メーデー	

  5月1日  9:30 ～ 瀬戸市・宮川モール

■第 96 回尾張中部地区メーデー	

  5月1日 10:00 ～ 春日井市・春見公園

■第 96 回メーデー尾北地区集会	

  5月1日 10:00 ～ 江南市・中央公園

■第 96 回一宮地方メーデー	

  5月1日  9:30 ～ 一宮市・稲荷公園

　

歴
史
的
な
物
価
高
騰
が
続

く
中
で
お
こ
な
わ
れ
る
第
96

回
メ
ー
デ
ー
は
、
価
格
転
嫁

苦
し
い
今
こ
そ
要
求
実
現

の
た
め
に
声
を
上
げ
よ
う

　

メ
ー
デ
ー
は
、
ア
メ
リ
カ

の
労
働
者
・
労
働
組
合
が
権

利
の
向
上
を
求
め
て
お
こ

な
っ
た
ス
ト
ラ
イ
キ
が
始
ま

り
で
す
。

第96回愛知県中央メーデー第96回愛知県中央メーデー

■
さ
あ
４
月
だ
。
新
採
用
の

方
も
、
迎
え
る
側
も
、
ド
キ

ド
キ
の
時
が
き
た
。
新
し
い

仲
間
が
増
え
る
ん
だ
。
み
ん

な
で
守
ろ
う
、
支
え
よ
う
、

困
っ
て
い
る
顔
し
て
た
ら
、

声
か
け
よ
う
。
泣
き
そ
う
に

し
て
い
た
ら
、
傍
ら
で
共
に

座
っ
て
話
を
聞
い
て
あ
げ
よ

う
。仕
事
中
が
無
理
な
ら
「
後

で
聞
く
よ
」と
声
か
け
よ
う
。

誰
で
も
、
最
初
は
わ
か
ん
な

い
。
最
初
か
ら
う
ま
く
い
く

子
も
い
る
け
れ
ど
、
ど
こ
か

で
ぶ
つ
か
り
、
悩
む
壁
が
あ

る
。
み
ん
な
で
支
え
た
い
も

の
だ
。
自
分
が
そ
う
し
て
も

ら
っ
た
よ
う
に
。（
石
川
淳

子
・
医
労
連
）

■
大
企
業
で
は
満
額
回
答
が

続
出
し
て
い
る
が
、
中
小
企

業
に
は
満
額
未
満
あ
る
い
は

未
回
答
の
と
こ
ろ
も
多
く
あ

る
と
思
わ
れ
る
。
よ
り
一
層

の
官
民
協
同
の
た
た
か
い

を
！
（
加
藤
博
一
・
愛
高
教
）

■
理
事
会
と
懇
談
を
し
て
、

今
困
っ
て
い
る
こ
と
や
改
善

し
て
ほ
し
い
こ
と
を
伝
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
確
実

な
改
善
が
保
障
さ
れ
た
も
の

は
あ
ま
り
な
か
っ
た
で
す

が
、
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い

き
、
日
々
の
仕
事
の
負
担
が

少
し
で
も
減
る
と
い
い
と
思

い
ま
す
。（
西
畑
亜
津
紀
・
福

保
労
）

■
２
月
に
父
が
死
去
し
会
社

か
ら
香
典
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
パ
ー
ト
で
も
も
ら
え
る

の
か
な
？
と
思
っ
て
い
た
ら

組
合
の
チ
ラ
シ
に
、
２
０
２

１
年
か
ら
「
パ
ー
ト
有
期
雇

用
労
働
法
」
が
施
行
さ
れ
て

「
不
合
理
な
待
遇
の
差
」は
禁

止
と
あ
り
ま
し
た
。
組
合
運

動
の
中
で
勝
ち
と
っ
た
制
度

な
ん
だ
と
あ
ら
た
め
て
知
り

感
謝
し
て
い
ま
す
。（
近
藤
道

子
・
コ
ー
プ
あ
い
ち
労
組
）

■
物
価
高
騰
に
あ
え
ぐ
国
民

も
自
己
責
任
の
な
れ
の
果
て

だ
と
も
言
い
た
い
よ
う
な
政

府
の
態
度
は
本
当
に
許
せ
ま

せ
ん
！
「
個
人
的
な
こ
と
は

政
治
的
な
こ
と
」
を
あ
い
こ

と
ば
に
、
も
っ
と
声
を
あ
げ

て
い
か
ね
ば
と
思
い
ま
す
。

（
仁
藤
る
い
子
・
名
教
労
）

■
４
月
か
ら
ま
た
多
く
の
食

品
が
値
上
が
り
す
る
と
か
。

こ
れ
以
上
何
を
節
約
す
れ
ば

良
い
の
で
し
ょ
う
か
？
消
費

税
減
税
が
必
要
で
す
よ
ね
！

（
早
川
悦
子
・
福
保
労
）　
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